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禍変じて福となせ

岸本文男(地質相談所)
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忘れかけていたこと

中国地質学会の第二会誌｢地質論評｣を別の目的でめ

くっていたら一つの気になる論文が目に入った.筆

者は｢中国地質報｣杜の張以誠という人表題はr日本

人在我国的地質調査｣(1986年第32巻第2期二○二一二

〇六頁)内容は日清戦争直後から日本の無条件降服に

いたる間の日本人による中国の地質と鉱物資源の調査の

推移と目的鉱物資源の支配とくに日本が仕掛けた戦

争との関係であった.B5版5ぺ一ジの短い論文な

がら中身は正確そして歯に絹を着せたい内容のもので

あった.かつて旧満州の地で日本関東軍の指示にし

たがって実際に地質･地下資源調査に従事した地質調査

所の一先輩にその日本訳を読んでもらったところrよ

く調べているなあ.事実なんだからこう書かれても

仕方ない｣とのことであった.

筆者もまんざら知らたかった話ではないがしかし忘

れかげていた.張以誠氏の論文は話を思い出させさ

らに知識を追加してくれた.かつての中国のように

もし日本が外国の地質のプロフェッツコナルに自由気ま

また地質調査･鉱物資源探査をされ鉱物資源が彼等の

思うままに持ち公さられるとしたらしかもその外国の

軍隊の侵略と歩調を合わせさらにその軍隊に守られて

勝手放題に調査されるとしたら筆者とて傍観を潔しと

せず抵抗するだろう.当時の中国人地質専門家が歯

ぎしりして怒っていたであろうことは筆者にも理解で

きる.だカミ何ゆえに今この論文が権威ある中国地

質学会第二会誌に発表されたのであろうか.その疑問

は残る.

今何故この論文が

今何故この論文カミ書かれ発表されたのであろう

か.地質の分野では最近来日本と中国との問で共

同研究が進行し鉱物資源については中国に対する日本

の技術援助が盛んにたってきている.少たくとも日

本の地質調査所と中国の地質鉱産部鉱産司との問で取り

交された協定は両者によって忠実に守られその共同研

究は順調に進行している.民間の地質･鉱物資源関係

の日本の企業も中国の関係機関との協定の下で次々
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第1図中国地質学会の第2会誌r地質論評｣の表紙と目次.

この雑誌の特徴は第1会誌r地質学報｣が基礎地学

に主点を置いた編集であるのに対し応用地学分野を

主としていることにある.個人でも中国書籍を扱

っている書店を通じて入手することができる.隔月

版である.

に中国の鉱山に入りあるいは鉱床を這いずり回ってい

る.その内容は中国側との約束事があって広く一般

に発表されることは滅多にたいし進行状況たどもそう

であるが近来日本の地質陣･鉱山技術陣の中国側関

係部門への具体的な技術協力は広がり深まりこそすれ

後退はしていたいようである.

だからこの論文に接しての第一印象は中国におけ

る過去の日本の地質専門家の足跡に胸を刺される思いと

同時にまた現在も過去の延長のようだ何かが起こって

いるのかという不安を呼ぶものであった.

それは著者の張以誠氏が所属するr中国地質報｣杜

が地質鉱産部と密接た関係にある機関でありr中国地

質報｣は言わば地質鉱産部の機関誌であるからにはそ
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中国地質報の紙面に現れた鉱山での無法行為を告げる記事の数々,世界一の鉱床規模を誇

る湖南省錫鉱山アンチモン鉱山での群衆の舌L堀と破壊江西省南部の世界的なタングステン

鉱床群の大規模な盗掘など混乱の有様が率直に伝えられている.

の一員が社名を名乗って書く論文は決して思いつきや

気まぐれの産物ではあるまいという前提に立ってのこ

とである.と言っても筆者の不安に確かた根拠とか

情報とかがあるわげではない.何となくである｡

張以誠氏自身はこの論文が目指した目的を

“日本帝国主義老の侵略の本質の認識を深め我が

国人民の愛国の熱情を高めることに役立てると同時

に外国人カミ中国に在って行う地質調査活動に対す

る正確な評価の考究に役立て一"

と書いている.それで思うのであるが中国ではこの

数年前後r外国人が中国に在って行う地質調査活動に

対する正確た評価｣をめぐって議論がありその議論の

中に中国の国策にとって不都合た意見が現れているので

あろうか.いろいろと中国の文献や新聞･雑誌に目を

通しているのであるが実際にどのようた議論や意見が

あるのか筆者には判らたい.判らたいながらも後

段の｢外国人｣カミ現在の｢日本人｣でたく｢正確た評

価｣がr現在の外国人の地質調査活動に疑惑をもった意

見の存在｣のためでたく｢外国人の地質調査活動が一

点の曇り｣もたいことを筆者は信じたい.

1989年3月号

それにしても戦争は日本の地質学をねじ曲げた.

張以誠氏の論文が教えていることの一つそれが他国を

侵す戦争による地質学の強制的な腐敗自発的た腐敗で

はたいかと思う.中国だけでたくかつて日本が占

領した国ぐにも含めてそれらの国ぐにに対する過去の

歴史から日本の地質のプロフェッショナル自身が学び

中国だと諸国の同じくプロフェッショナルが学び現在

および将来に向かって“禍変じて福とする"ことが求め

られているようにも思われる.

そしてもう一つ

そしてもう一つ筆者は中国の国内事情にもその理由

があるように思う.それは張以誠氏が書いているよ

うにr我が国人民の愛国の熱情を高める｣必要があっ

てのことという理由である.その必要とは｢開放

活化好管｣政策の実施に伴って起こった国内の混乱の

収拾と筆者は考える.張以誠氏が資料をひもとき始

めたと思われる1984年の夏頃はr開放活化好管｣

政策の申でr開放｣が優先されr管理｣がたおざりに

された現実の姿から無秩序た鉱山開発盗掘や事故地

質専門家･鉱山技師への暴行などたどの発生といった事

態カミ生まれその対策カミ急カミれ始めてたとえば｢中華�
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人民共和国鉱産資源法｣の制定に向って動き始めていた

時期である.鉱山部門における当時の混乱ぶりの一部

は本誌の第395号で紹介されている通りである.そ

の無秩序を強権によって正すのはそれほど難しいことで

はあるまいが強権の発動が不満をかえって強く根深

くしてしまった例が世界には多すぎる.一時しのぎの

強権の発動よりも自発的た秩序の回復盗掘や破壊の

根絶とくに混乱の現場での鉱山地質･鉱山技術関係専

門家の対応のまずさたじろぎからの自発的立ち直り

そして立ち直った専門家を通じての説得による混乱の根

絶こそ抜本的な対策の一つと考えるのは理にかなってい

る.それで張以誠氏があるいは中国地質報杜があ

るいは地質鉱産部がその理にしたがって書いたあるい

は書くよう依頼した論文それが“日本人在我国的地質

調査"たのだとも言えそうである.

先にも述べたように日本の地質調査所と中国の地質

鉱産部鉱産司は協定にもとづいて共同研究を進めてい

る.そのために両国の地質専門家の定期的た往来が

あり筆者も中国から派遣されて来た地質専門家と話を

する機会カミある.その話を通して中国の地質研究者

に共通する特性とか特徴といったものが判るようになっ

てきた.

その特性の最たるものは強い愛国心と真面目さであ

る.筆者が中国のベトナム侵攻を批判したとする.

彼も彼女も言葉の強さには個人差があるが反撃して

くるのは共通Lている.その｢祖国｣への忠誠心は

鮮明である.地質鉱産部がそういう人を選んで派遣し

てくるのだと言えぼそれきりの話ではあるが印象は強

烈である.真面目さも一しおである.彼も彼女もそ

して誰も彼も日本の家電製品に関心が高いこと以外に

は研究しがたい毎日を送って帰国して行く.家電製

品に関心が高いのは日本人でも同じことで当然といえ

ば当然であろうがその堅苦しいまでの真面目さはよく

ぞと感心もするし息抜きしたらどうだとも思った.

中にはジョギングで体を鍛えたから気分転換をする人

はあったが.

ずいぶん昔の話であるが東南アジアの某国の一人の

地質研究者を筆者の所属していた部門で受け入れたこと

がある.漢民族系の人であったがお遊びの酷かった

こと.腹立たしくて今にたっても思い出せば腹が立

つ.中国から来日した地質研究老の中でそのような

人にお目にかかったことは一度もない.この愛国心と

真面目さからすると張以誠氏の論文が素直に受け入れ

られるだろうし効果を発揮する道をつげることにたる

だろう.したがってこの論文は上述の“我が国人民

の愛国心の熱情を高めること一"には十分に役立つに

違いない.

温故知新という言葉は日本でもよく使われる.こ

の論文を読んで思ったことの一つそれが温故知新す

たわち｢故きを温ねて新しきを知る｣ことの意味の深さ

であった.

全く別の見方をすれば

現在の中国の国策と地質･鉱物資源に関連して念頭

に置かたくてはたらたいことの一つに｢四つの近代化｣

がある.四つとは工業農業科学技術軍事のこ

とである.地質･鉱物資源の分野は直接は科学技術

そして工業であるがもちろん農業にも(たとえほ肥料鉱

物の形で)軍事にも(たとえば兵器用原料資源の形で)深

く係わっている.

その近代化を進めるに当って中国が用いている方法

は大きく分けて二つ一つは国内での独自の研究開発

そして一つは外国の進んだ科学技術と経験の導入であ

る.後者の導入の相手として重要た位置を占めている

国の中に日本が含まれているように思われる.日本と

の提携は将来にわたってますます重視されていくもの

と推察する.r四つの近代化｣が国是国の大方針で

ある限りそして外国の進んだ科学技術と経験の導入が

方法の二本柱の一本である限りその導入を妨げる要素

は排除したくてはたらたい'ことにたる(ただし国の面目

を失わだい範囲でという限界はあるだろう).

もし地質と鉱物資源の研究･調査の分野に妨害とたる

撤磁箆里期
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目本入在我国的地辰凋査

孜以誠

一(中国地辰扱)

瓜工晶軸一i舶5年南飴辛目印牛哉争弄始,至王宮45

隼日本屋準哉争錯東,在最迷半分世第的肘同里,日

本帝国主文対我国威避行宣接的軍泰侵略,一哉瓜瑛硫

狂的文化濠透和蜜済掠春,或軍事侵略､文化湊透和

室涜掠春同時井用,籍中国人民造成了巨犬炎薙.日

本対我国貯戸資源的掠李,是日本帝国主叉対義国遊

行隻済侵略的重要組成部分.甲午哉争之后,我国宝

島台湾的ガ芦貸源,全部落人日本侵略者之手.通迂

ユ904-1日05年同館目懐哉争,日本取得了俊国在我国

泰北南部的全部将校･同町誤披向芙内湊透｡第一次世

界犬戯期伺･日本春取了徳国在我国山京的全部侵略

利益,彊占下山奈的煤､鉄等｣批前山｡凸九､一八"以

后,随着奈三省的階蓄,我国索北地区幸窟駒航芦資

源棄原上巳完金被目本侵略者占=有｡芭七､七噂変之

｣言,日本対我国肝芦資源的擦李連人二分籔的跣段.

不到一年対伺他何即占領下撃国駒半壁河山･浴略区

的ダ芦籏源麹犬部分随之成兇目本人的蓮中之物.'

社近五十年肘伺里,日本侵略著究寛擦李下我国

多少ダ芦資源,元銭瀦切銑汁.仮以身軍蓄工並益切

有美的慎･鉄和石油面稔･ユ905至i94碑,･我国輸出

煤一化零一百多方瞳･輸佳日本(包括壱当村的撞民

地朝鋳及我国奈北酌美奈州租借地)占了85%,ig06

重194男年我国輸出銭前石井工船ヨ多方庵,輸省目本

(今朝鮮･美奈川〕寛占子宮4%リ.瑛原上,翰往1ヨ本

曲吠声量逐井不等子目本侵略著掠李我国炉芦資源的

新式媒鉄生芦,達仲多止法煤挨生芦也労日本人巧控

制下.葎放前義国生芦的石油根少;国戻党読治区声

量嘉商的工94ヨ隼仮崩2万哺,'中国共芦党領尊下的解

放区一陣廿宇逆区,所芦石油更少,工9軸隼オ実現低

掠准的自給竈■〕｡面目本占領下的奈北,1里4縛生芦

頁岩油即越空一5万瞳,1蜘年生芦粗油迭舶万噛ω.'

可児裁国境内所声石油鞄大部分都渡日本人猿李去

了･侵隼哉争后期･光子研樹原子弾･日本帝国主文

者逐姦寄道我国的舎紬肝物原料.1眺里年,日本美奈

軍秘密弄采我国海域情晶岩戸出始舎観的稀土鍋酸藍

航物一票稀金亦､鵠酸配航及褐妃號肝,用干机這

在日本,秘密地遊行擾親和制造原子弾研免｡瓜1畠躰

隼起至1眺隼5月底止一往海城的大虎身和三合淘,

井戸出稀土鵠酸藍炉物的糖炉4蜘公庁｡貝是虫干カ

肘太晩･所用原料地存在同題･日本的原子弾投有能

鰺制造出来榊〕｡

労了推行侵略政策及掠春我国珂』芦貸源,日本人

在我国宝島台湾､索北映及美内i午多地方,都営牙履

迦大量的地贋踊査和酢声音査勘擦.値此世界反法西

斯哉争和我国抗同哉事腔利四十周率之涙,概括地祭

述一下目本人在我国髄地厨肝芦礪査反英時点,有利

子加深対日本帝国主文者侵略本辰的汰i只,滋笈我国

人民的愛国勢侃｡同村他有利予祭肘焦捧対外国人在

中国所避行的地履鯛査活動作出正碗的呼鈴.

第3図張以誠毛の論文の冒頭部分.
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要素だとえば日本のこの分野からの締め出しという動

きや意見があるとすればその非を過去の事実経過から

説き起こした論文と見ることができる.

張以誠氏が後述の論文を書いた時期よりも後の1987年

9月2目付げ日本経済新聞に稀土類元素の鉱物資源の

日本と中国の共同による調査研究･探査計画に対し中

国側関係者から慎重論が出されてきたという記事が載っ

た.この記事では稀土類が超伝導材料として重要た

物資だからこの計画が警戒されたものと推測してい

る.この警戒に現れているのは日本からの過去にあ

ったようだ経済面での歓迎されたい見返りへの恐れが

あるように思う.これに類する警戒は当時もあった

に違いたい.そのようた警戒論や慎重論を四つの近代

化の側面からたしなめたものそれがこの論文の一面と

見るのは身勝手であろうか.

そして同時に各国が競って中国の鉱物資源探査の分

野に参入し競争にたりつつあることから考えると何

処からかの日本排除論があってそれに対する警告の必

要があったと見ることは荒唐無稽な推察でもたいだろ

う.個人的にはそう思ったりしている次第である.

なお日清戦争以降目本政府や関東軍などが鉱物資

源にねらいを定めて中国に地質専門家を送り込んだ中

で他国の領土を土足で踏み荒らす行為に義晴を抱き

その調査を拒否して辞職Lた当時の帝国地質調査所の

調査技師岡村要蔵氏の存在を張以誠氏は語っていない

が岡村技師の行為は義挙として現在も地質調査所では

語り伝えられその意を体して共同研究が進められてい

るのである.

では最後に肝心た張以誠氏の論文の全訳を掲げて参

考にしていただきこの稿を終える.

中国における昌本人の地質調査

中国地質報張以誠

(地質相談所岸本文男訳)

1894-1895年の中目両国の甲午戦争(注:日清戦争)が

始まってから1945年の日本の中国侵略戦争が終結するま

での長い半世紀に及ぶ期問に日本帝国主義は我が国

に対して或いは直接軍事的侵略を行い或いは気狂い

じみた文化的浸透と経済的略奪を欲しいままにし或い

は軍事的侵略文化的浸透経済的掠奪を同時に行い

中国人民にはかりしれたい禍いを与えた.日本が我が

国の鉱物資源を略奪したことは日本帝国主義が我が国

を経済的に侵略する重要た内容の一部であった.甲午.

戦争の後我が国のr宝島｣である台湾の鉱物資源はす

べて日本侵略者の手中に落ちた.1904-1905年の日露

戦争によって日本は我が国の東北地方の南部にあった帝

政ロシアのすべての特権を手に入れるとともに積極的

に関内(注:万里の長城の南側に広がる広い地域)への浸透

を進めた.さらに第一次世界大戦の問に日本は我が

国の山東半島全域を侵略し同地のドイツの権益を奪い

山東省の石炭や鉄などの幾つかの鉱山を強奪･独占し

た.r9.18事件｣(注:いわゆる満州事変)以後東北

三省が攻め落とされにしたがって我が国の東北地方の

豊富た鉱物資源は事実上完全に日本侵略老の占有すると

ころとたった.｢7.7事変｣(注:いわゆる支那事変)後

1989年3月号

(9)軍都地質鉱物調査報告

Re則正t筥｡fGeolo幽副1伽dMi皿舳1Su正中町hαliI咀

号�内容�報告者�発行年

#'ユ�四川省調査報文�小林儀一郎�犬41915

県2�支那南部地方調査報文�山根新次�大41915

帝3�湖南､江西･広東･広西四省調査報文�野田勢次郎�犬5191伍

半{�四川省､映西省､山西綾地質鉱物調査報文�小林儀一郎�大519i6

#5�福建､江西･湖北､安徽･漸江五省調査報文�野田勢次郎�犬51915

(10)海外鉱物竈査報告

晦｡池･fG畠此9i･田1㎜d理i皿･正･lS･正Wi皿E｡肥i苫皿L副{d

県1

帯･1

戸容

江蘇安鍛両省内楊子江沿岸鉄山調査報文

山西省派州附近石炭調澄報文

支那産鉄鉱分析表

仏領｢二^一カレドニア｣島鉄鉱調査静文

報告者1

渡辺久青

山根新次

小林儀一郎i

発行年

犬9

�㈰

書､､ご

第4図確かに中国大陸の調査報告が出版されていた.大正

年代の初期の地質調査に関する報告である､これが

昭和こ入るとばったり出版されたくなる.一先輩の

話によると軍の命ずるままだったから調査報告は

軍に提出され公表されたかったとのことである.�
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には日本の我が国の鉱物資源に対する掠奪が一つの新た

た段階に入った.1年にもたらたい問に日本侵略者

は我が国の一部の山河を占領し占領地区の鉱物資源の

ほとんどが次序に日本人の嚢中めものとたっていった.

この50年近くの問に日本侵略者が我が国からどれだ

けの鉱物資源を奪っていったのか確実た統計は無い.

軍需工業と密接な関係がある石炭鉄石油について言

えることもわずかで1905年から1942年に至る問に我が

国から輸出された石炭は1億100万tそのうちの85房

が当時の植民地朝鮮と我が国東北地方の関東州租借地を

含めて日本に輸出され1906年から1942年にかけて我が

国から輸出された鉄鉱石は合計1,869万tこれも朝鮮

と関東州租借地を含めてその94劣カミ目本に輸出された.

(武漢地質学院北京研究生部r史話｣編集斑:帝国主義略奪中

国鉱産資料史話:1984).実際に日本が輸入した鉱産物

のほぼ全量が日本侵略者によって奪われた我が国の鉱物

資源でありこれとて日本の資本の支配下にあった鉱業

生産物のごく一部にすぎないのである.1938年10月

第5図

隔

測

地

質

屋

簸

分

流

圏

�

其

六

�

日本軍カミ武漢を占領して“戦いだから戦力を増強する"

〔1〕というスロｰガンを出してから日本が輸入する

鉱物資源量の中で中国所在の日本の資本が支配する鉱物

資源生産量が占める割合はものによっては下がっていっ

た.たとえば石炭は元来6-30劣であったが1942年

には13%にたり鉄鉱の場合は1936年の45房が1942年に

はわずか5,6%を占めるにすぎなくたった.そして日

本への輸出以外の部分は中国国内で消化され或いは東

南アジアだとの日本占領地域に輸出された.これは

日本帝国主義の侵略目的に沿った処置であった.した

がって日本の資本の支配下にあった鉱業産品の全部が

我が国から彼等が略奪Lた鉱物資源の量とみるべきであ

る.

r7.7事変｣前には日本の資本が支配していたの

は我が国の一部の石炭生産施設と全部の新式鉄鉱生産施

設だけであったがr7.7事変｣後はすべての新式石

炭生産施設と新式鉄鉱生産施設だげでたく多くの旧式

石炭および旧式鉄鉱生産施設も日本人の支配するところ

とたった.新中国建国前に我が国が生

産した石油は非常に少なく国民党が統

治した地域の産油量は最高時の1943年で

わずかに32万tにすぎず中国共産党が

.指導する解放区であった現在の陳西省･

r満州地質及鉱産分布図｣(其六)の西北部分と.

印字が目に焼き着く.

r関東軍検閲済｣の

甘粛省･寧夏回族自治区地方ではそれが

さらに少なく1944年にやっと低い配給

基準の自給が実現した程度であった〔2,

3〕.一方日本の占領下にあった東北

地方では1943年にオイルシェｰル油の

生産カミ22.5万t1944年の生産が粗油で

36万tに達した〔4〕.この事実から

我が国の領内で産出した石油の大部分は

日本人によって奪い去られたことがわか

るだろう.中国侵略戦争の後期に原子

爆弾の研究が行われそのため日本帝国

主義者は我が国から合ウラン鉱物原料を

も奪っていったのである.すたわち

1944年目本関東軍は秘密裡に我が国の

海城のペグマタイトから産出するウラ

ンを含んだ稀土類ニオブ酸塩鉱物一ユ

ｰクセナイトサマルスカイトフェル

グソナイトを採掘し航空機で日本に運

び秘かにウランの抽出と原子爆弾製造

の研究を行った.1944年から1945年5

月までの間に海城県の大房身と三合溝

で生産された稀土類ニオブ酸塩鉱物の精

鉱は合わせて4,447kgであった.しか

地質ニュｰス415号�
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し時すでに遅く所要の原料に問題もあって日本の原子

爆弾は製造されずにすんだ〔5,6〕.

侵略政策を押し進め我が国から鉱物資源を奪うため

に日本人は我が国の｢宝島｣である台湾そして東北

地方および関内の多くの地域で大量の地質調査と鉱床探

査を展開した.世界の反ファシズム戦争と我が国の抗

日戦争40周年に当り以下目本人が我が国で行った地質

鉱床調査とその特徴を総括しそれによって日本帝国主

義者の侵略の本質の認識を深め我が国人民の愛国の熱

情を高めることに役立てると同時に外国人が中国にあ

って行う地質調査活動に対する正確た評価の考究に役立

てたいと願う次第である.

日本人の台湾に対する地質調査は甲午戦争後に始まり

〔20〕台湾が侵略されて奪われた年に日本は苗栗東南の

石油の開発に着手し2年目には日本の商人カミそれぞれ

瑞労金山と金瓜石金山の採鉱権をかすめ取り3年目に

日本は台湾の炭鉱に対する調査と採掘を開始した.そ

して台湾を占拠していた50年間に彼等は石炭金石

油天然ガス銅硫黄温泉地下水だとの鉱物資源

を調査しただけでたく古生物地層地質構造地形

･地貌マグマ活動などに対する広範な調査研究を展開

した.彼等はまず縮尺の異たる｢台湾地形地質鉱産

図｣(1911年)r台湾地質鉱産地図｣(1962年)を出版

し〔21〕さらに台湾の各地質図幅と説明書も出版し

台湾の層序を定め台湾の地質構造の基本図式と地質構

造発達史を組立てた〔7〕.

さらに遡って少し詳しく述べてみたい.1945年の

勝利を迎える以前には前世紀の50-60年代の英国人に

よる基隆などでの石炭に対する小規模た調査を除げば

台湾の地質鉱床調査はいずれもすべてが日本人によって

行われた.台湾の地質調査には日本国内にあった帝国

地質調査所(1879年設立)日本地質学会(1896年創立)お

よび幾つかの大学･研究機関･企業が参加したことを除

くと台湾総督府殖産局中央研究所台湾博物協会

1928年創立の台北帝国大学だとの機関カミ参画した.台

湾でのその地質鉱床調査研究の結果の一部は日本の“地

質学雑誌"と“地学雑誌"に発表され大部分は“台湾

地質学記事"“台湾博物学会学報"と“台北帝国大学理

農学部紀要"に掲載｡出版されそして地質図幅と各説

明書は台湾総督府殖産局から出版された.

日本人の我が国東北地方の地質調査は甲午戦争後に

開始された.1895年団智部忠承沖章雄らは遼東半

島で簡単た地質鉱床調査を行っている〔18〕.1904年か

ら1905年にかけての日露戦争の後期に日本人が関東州

1989年3月号

において民政長官が委員会を兼ねた満州産業調査会を設

立した.そしてもっとも早期に行われた鉱物資源調

査は京都大学名誉教授小川琢治ら数10名が参加し5

班に分かれての五湖暁撫順煙台だとの炭鉱の開発

調査であった.

1906年に日本人は東北地方に南満州鉄道株式会社(略

称一満鉄)を設立し〔8〕1907年4月に満鉄は鉱業部に

地質課と撫順炭田地質調査事務所を設置した.その地

質課は大連に移って名を満鉄地質研究所(1919年に地質調

査所と改める)に替え計画的な東北地方の地質調査と

鉱物資源探査に従事し後日さらに調査範囲を次第に拡

大し内蒙古東部(熱河省)および関内地域に及んだ

〔9,11,17〕.1938年に満鉄地質調査所の一部は長春

に移って傭偲満州国の管下に入り名を“満州帝国地質

調査所"に改め大陸科学院の所属となった.しかし

満鉄になお鉱床地質調査室を残して東北地方と関内地域

などの地質鉱床調査を継続した.1938年以後関内地

域の占領地区であった安徽省の当会一帯の鉄鉱床向山

の硫化鉄鉱鉱床河北省の竜煙鉄鉱床海南島の石磁鉄

鉱床その他の多くの地方の鉱床調査が満鉄調査部派遣者

によって行われその際に使用された名義は“中支派遣

軍特務部"“北支派遣軍杉山部隊特務部地質調査隊"な

どであった.

1908年東京帝国大学の横山又次郎教授は中国東北地

方の古生代植物化石を研究し同じく古藤文次郎教授は

同地方の古生物と霞石玄武岩を研究し1910年には東北

帝国大学の矢部長克教授と遠藤隆次らの人為が同じく東

北地方の地層と古生物を研究した.1922年からは旅

順工科大学の小倉勉教授が研究グルｰプの長とたって関

東州地域(遼寧省南部)で系統的な地質調査を主に実施

し相次いでアルカリ花嵩片麻岩関東州の層序鉱石

学構造地質学などに関する研究論文を発表した.

1935年に小倉教授がまずr満州の火山活動｣を発表し

次いで彼独自あるいは共同で｢北浦の火山の形態｣およ

び一連の火山地質調査報告を発表して東北地方の火山

地質活動の規則性とさまざまな地域の火山岩の特徴を初

めて記載した.東京帝国大学の坪井誠太郎教授と小林

貞一らも相次いで我が国の東北地方に入り地質調査･

考察研究に従い心材貞一はオルドビス系とその古生物

の研究成果に関連して人々の称賛を受けた.早くから

東北地方に入っていた遠藤隆次博士はひたすら東北地方

の古生界と古生物の研究に従事しカンブリア系の研究

でとくに優れた成果を挙げ1939年にr満州の地質と鉱

産｣という一書を出版した.

地質図幅の分野では〔9,13,17〕1915年に日本人

がr関東州地質図｣(1/200,000)を出版し1917年に�
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第6図鋼鉄の町遼寧省鞍山鉄鋼コンビナｰトの朝.

歴史を経過して施設の老朽化は否めない.

返りが急がれてい､(“中国画報"1963･10)

長い第7図中国五岳の一つ華山西に西安市北に濁水をみおろ

その若す景勝･かつてはこここにもヵ一キｰ色の軍服が闇

歩していたとは(《人民中国》,1964年7月号から)

1/100万｢南満地質予察図｣を公刊した.1919年から

開始された1/40万の地質図幅の作製は1932年に全71

図幅中10図幅が完成した.この1/40万の地質図幅の

ための地質調査がはかどらず精度も要求に達していた

かったため1928年から鉄道沿線の両側各20㎞幅で1

/10万の地質調査を実施することが決定されます安泰

線から始められて1930年には東北地方全域をめざし

関東軍が要求する地域に拡大されていった.この地質

図幅の作製の促進は日本の経済的･軍事的需要を満足さ

せようとしたものである.日本人はさらに1931年から

関東州の1/5万の地質図幅調査を開始し1938年には

満鉄地質調査所は所蔵している地質調査報告その他の参

考文献にもとづいてr満州地質および鉱床分布図｣(1

/100万)を完成し1940年には各種の資料を総合して1

/300万のr満州及近隣地域地質図｣を編纂Lた.

日本人は東北地方にあって大観模な一般地質調査を行

ったが彼等の調査の重点は終始鉱物資源の地質分野に

置かれていた.1909年に鞍山一帯の鉄鉱カミ発見され

1913年に海城一営ロｰ帯の菱苦土蹟が発見され1924年

に復州撫順などの地で油頁岩と菱苦土蹟がそして

1924年に復州撫順などの地で油頁岩が発見されその

後も陸続としてその他の鉱物資源の発見と探査が続き

鉄鋼･石油だとの重工業の建設を招来した〔4,13〕.

1929年には上海自然科学研究所が設立された〔9〕.

同研究所の日本人地質研究老は中国東北地方の地質調

査活動に参加した.

“9.18"事変後の日本による中国侵略戦争の拡大に

つれて日本帝国主義者と億傭満州国政府がいわゆる

r国防上必要た資源｣(軍需工業に直接関係ある製鉄･製鋼

用の原料鉱物軽金属原料鉱物石炭石油油頁岩鉛鉱

亜鉛鉱ニッケル鉱硫化鉄鉱アンチモン鉱錫鉱白金鉱

水銀鉱黒鉛アスベスト硝石など)の問題を提起し鉱

物資源調査はとくに飛び抜けて重要た位置に据えられ

た.古くから東北地方に設けられていた地質･鉱物資

源関係の調査機関の人員が急速に増え予算が大きくた

り調査範囲がいちじるしく拡大されただけでなく日

本国内の各地質機関も殺到してきた〔18〕.

1932年には関東軍も東京帝国大学名誉教授の侯国一

を総指導者とし東京帝国大学の亀山直人教授を顧問と

する国防資源調査部を設立し満鉄さらに日本国内の

軍組織各大学と商工省地質調査所だとの機関の多数の

専門家技術者を網羅して主な鉱物資源調査地域を選び

だし鉱床地質探鉱採鉱運搬選鉱などの問題を

研究させ具体的た開発案を提起した.その国防資源

の調査は3班に分けて開始され1933年と1934年にはそ

れがさらに進んで6班構成とたりその足跡は東北地方

全域の主要た鉱山に及びそれらから提出された報告は

日本侵略老が東北地方の鉱物資源を略奪する主た技術的

基礎とたった.1936年田家溝の大衆がマソガソ鉱石

の転石を発見した.その情報を耳にするやいたや目

地質ニュｰス415号�
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策8図遼河油田の新しい油田(《人民中国》詩より)

本人がすぐに監禁して追究を始めしばらくして日本の

地質専門家である松井常三郎が瓦房子マソガソ鉱床を確

認その発見に引き続いて開発が進められていった

〔4〕.これは一つの典型的な例である.吉林省

開山屯のクロム鉄鉱鉱床が発見されるとすぐに日本人

が気狂いじみたまさに強盗と言うべき採掘を開始し

た.いわゆるr国防資源｣調査の中で徳永重康を団

長とした“満蒙学術調査団"の活動はとりわけ関係者

の注目を引いた.この調査団はまず熱河省の地質と鉱

物資源を調査研究しr満蒙学術調査研究報告｣を出し

引き続いてr満州｣全域のr国防資源｣調査を実施し

以後陸続として砂金石炭油頁岩鉄鉱を重点とした

調査を展開しその間の経過は10余年計画は極めて綴

密に組立てられ一連の新たな発見を生み余すところ

なく日本帝国主義の我が国および東南アジア各国に対す

る侵略の拡大に必要た需要に当てられた.

地質･鉱物資源調査専門の機関のほか我が国の地下

資源を調査し掠奪する必要性に応じて日本人は東北

地方にまず満州釆金株式会社(1934年5月)〔9,19〕

そして満州鉱業開発株式会社(1935年8月)〔9,14〕

満州鉱山株式会社(1938年2月)〔9,15〕満州石炭株

式会社(1938年)〔9〕満州東部開発株式会社(1938年g

月)〔9,16〕を設立しそのすべてに鉱産資源調査所

もしくは地質課もしくは地質調査研究部を設けて精力

的に広大た地域範囲の鉱物資源調査を進めていった.

日本人が私費諾爾と阜新で展開した石油地質調査〔4､

はとくに触れておくだげの価値がある.私費諾爾は一

1989年3月号

第9図中国新彊の砂漠の中で石油の探査に従事しているア

メリカのコンピュｰタｰ技師.中国に石油探査のノ

ウ･ハウを提供したのはまづソ連それが今では日

本･フランス･アメリカといえるだろう.そして再

びソ連との協力関係が強まりつつある.本文は

その中国との関係がかつての蜜月時代の再現に一眼りた

く近づくことの示唆たのであろうか.(“中国画報"

����

つの小炭鉱の地であったが今世紀の初めごろ同地の

蒙古族の遊牧民が礼賛諾両湖の北で石のrかまど｣を築

き火を燃したところ多孔質玄武岩の礫から黒い半液

態の油脂状物質が溶け出てきたのである.1923年に

私費諾爾炭鉱の責任者を補佐していたロツア人U.A.

ルチョフがこの一つの発見をソ連の上司もと帝政ロツ

アの将軍ツァニオｰシチンに報告し二人はさらにこれ

をハルピソ駐在アメリカ領事館の館員トリｰチに伝え

トリｰチはその溶けて出てきた油脂状の物質を南満州鉄

道株式会杜の化学分析室と東支鉄道株式会杜の化学分析

室に送り企業化計画を提起し計画の実現の可能性を

打診した.その後外国の地質専門家が数回にわたっ

て調査したがさまざまた原因によっていずれも欠き

た進展はみられたかった.〔23〕.1932年になって億

偲満州国政府が組織した調査隊が現場を調査した｡そ

のビチュｰメン試料の化学分析の結果と地質資料の解析

の結果から礼賛諾爾の油徴が天然の石油によるもので

あることが確実にたった.そして1934年に日本の満

鉄だとの会社と俺偶満州国政府が協力して作った満州石

油株式会杜は私費諾面一帯で数10本の石油探査井を

掘り多数の新たな油徴を得るに至った.1935年から

日本人はさらに重力探査地震探査磁気探査だとの先

進的な地球物理探査法を適用して逐次詳しく地質構造

を調べていった.1940年になって礼賛諾爾の第三系

の炭田で石油が発見され1941年には試錐井が地表下

1,000mまで掘進された.しかし1945年の日本の降�
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第10図中国有数の油田一大慶油田は黒竜江省松撤平野の

北部にある.1960年に開発が始められてから26年が

経過しとくに1980年4月に黒竜江省の直轄市になっ

てから新しい都市作りに力が注がれた.写真は

都市作りが進む大慶市の薩爾図区･(“中国画報"1983･

�

第11図山西省東寓部の古文炭田区に建設された鎮城底炭鉱･

年産100tの設計である.この古文炭田区の石炭埋

蔵量は推定45億7千万t炭質は粘結炭目本軍は

この地を長く維持することができたかった.(“中国画

報"1983.11)

服によって掘進は中止され彼等はこの地で終始可採油

層を手にすることができなかったのである.

阜新は古くから有名た石炭の産地で催偶満州国政府

がr成立｣した後満州炭鉱株式会杜が炭田を試錐探査

していた際に初めて油徴が発見された.さらに重力探

査地震探査磁気探査だとの各種の探査法を適用して

調査した結果1938年地下に巨大た背斜構造が存在す

ることが明らかになり1939年にその構造に対する調査

試錐の掘進が始められ1941年日本人にr異常な興奮｣

をもたらLたほどの量の原油が掘り当てられた.そし

て無条件降服で1945年に中止されるまで日本人は阜

新で105本の油井を掘ったがその1弁当り産油量は数

kgから数tとかなりの差があった.

中国の東北地方で石油を探し出すことは｢満鉄｣設立

以来30年の日本人が飽くことたく堅持した努力目標であ

ったしその調査区域は数10カ所という多さであった

が阜新で発見した2カ所の小油田礼賛諾爾で発見し

た幾つかの油徴の他には価値がありそうな重要た収

穫は何もたかった.新中国が成立した後我が国は

1955年から東北地方での石油調査･探査事業を展開し

4年たらずで大慶油田と扶余油田をその後さらに遼河

油田を発見した.私費諾爾と大慶油田は同じ松遼盆地

にあり阜新と遼河油田は同じ渤海湾盆地にあってい

ずれもそれほど遠く隔たってはいない.日本人が行っ

た石油調査･探査と我が国自身が行った石油調査･探査

で選ほれた主た区域は一致している.しかし日本人

は重要た発見をもたらすことができたかっただげでた

く逆に｢中国の東北地方の石油資源は現在のところ何

ら希望のもてるものでたく将来も欠きた期待に答える

ことはない｣という悲観的た結論〔4〕すら出していた

のである.我が国の地質調査･研究に従事している人

々は東北地方での石油調査とその探査で祖国に計り

しれたい栄誉をもたらしてくれたと言える.

日本人が我が国の山海関から内側の地域で行った地質

･鉱物資源の調査はr9.18事変｣以降日本の中国

侵略戦争の拡大と武調を合わせて広げられていった.

その調査に参加した機関には満鉄調査都目本国内の

地質機関上海自然科学研究所さらに華北開発株式会

社調査局華中鉱業開発株式会杜の地質課たどがあっ

た.それらの調査活動はわずかだがら黄土地下

水地層･古生物だとの基礎的地質調査研究を含んでい

たとはいえ圧倒的大部分は軍需工業に直接係わりのあ

る鉱物資源調査であったしその中に1935年の華北経済

調査緩遠省の資源調査1938年から1941年にいたる開

漢炭田の調査1939年から1941年の大同炭田の調査

1940-1941年の山西省粉河流域における石膏鉱床の調査

1940年以降の陸続として実施された内蒙古と福建省の鉱

物資源調査1941年の竜煙鉄鉱床の調査同じく大同に

おけるカオリンの調査運城岩塩鉱床の調査と試掘

1938年から1944年にかけての揚子江中下流地域における

鉱物資源の調査1942年から1944年の海南島の地質調査

と石確･田独両鉄鉱床の調査だとが含まれている.掠

奪に適した方式の開発を行うために調査や精査が反復

された鉱床さえあったのである.

中国侵略戦争の後期目本で原子爆弾の製造が研究さ

れる過程で日本人は我が国においても希元素鉱物資源

地質ニュｰス415号�
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策12図山頂洞

ここで山頂洞人の化石が発見された.それについて

も北京原人にまつわる日本への疑惑はまだ解けていな

い.(《K副エstinC11in乱》,Sh胆ghai,1976)

と放射性鉱物資資の調査を進めた.すたわち1943年

に日本の駐僅偲満州大使館北京事務所は華北で希元素鉱

物資源を調査するよう日本政府の命を受け北京大学地

質資料館に設けられた華北科学動員協会にその実施の責

任を負わせた.1943-1944年には朝鮮総督府地質調

査所の木野崎吉郎と京城大学大陸資源科学研究所の頼栄

一の指導の下我が国の五原集寧包頭武安だとの

地で希元素鉱物資源の調査を展開した.日本人はこの

時さらに東北地方の海城遼陽江西省の星手県など

の地のペグマタイト中の希元素鉱物の調査研究も行い

地質学者の富田達は論文｢支那における鉱脈型渥青ウラ

ン鉱鉱床の有無の理論的考察｣〔4,6〕を書いた.

このようた鉱物資源調査活動はすべて軍事的侵略を

助け補うもので完全に罪悪を支持Lて侵略戦争に加

担したものであった.

マルクス主義の唯物弁証法が示しているように具体

的な状況に対しては具体的た分析を進めなくてはたらた

い.日本人が50年間にわたって我が国で行った地質･

鉱物資源の調査には幾種類かの異たる状況があったと

見ることができる.甲午戦争後の台湾とr9.18事変｣

後の東北地方が同じような状況であり｢9.18事変｣前

の東北地方と｢7.7事変｣前の関内地域が同じような一

つの状態である.そしてr7.7事変｣後から1945年

1989年3月号

第13図1982年に稼働を始めた山東省の曲阜県と菟州県の2

県にまたがる興隆荘炭鉱､写真はその鉱夫更衣室.

日本占領下では陽の目を見なかった炭田である.

(“中国画報"1982.12)

の日本の降服までの関内の占領地域が同種の状態と言え

る.

日本人の甲午戦争後の台湾における地質調査および

｢9.18事変｣後の東北地方における地質調査は自己の

植民地で行った調査という性格を備え遠慮会釈ない進

めぶり勝手気侭のやり放題で完全に日本帝国主義老

の経済軍事政治の要求に従ったものであった1倣

偶満州国政府の成立後には東北地方は形式的には台湾

の状況と幾らか異たってはいたが実質上は同じような

もので日本はこの東北地方に宗主国と植民地の関係を

作り絶対的支配の地位についた.

｢9.18事変｣前の東北地方と｢7.7事変｣前の関内

地域の場合日本人が進めた地質･鉱物資源の調査は形

式的には科学的考察と経済協力の旗を振り複雑た情勢

下で表面には一枚の“条約"や“協定"という合法的た

衣を着けていた.それは文化的侵略と経済的浸透活動

の一種のカムフラｰジュでありさらに経済的略奪に移

るための準備策であった.

｢7.7事変｣後から1945年の日本の降服前までの間

目本人が関内の日本支配区で行った地質･鉱物資源調査'

はその多くが中国侵略に派遣された日本軍の特務機関の

形で実施され日本侵略軍の直接の保護を受け軍事的

侵略の一構成部分となりあるいはその軍事侵略の成果

を強固にすることを目指したものであり調査活動の中

身は露骨な侵略活動であった.

毛沢東主席はかつて次のように正しく指摘したことが

ある.すなわち第一に必要なことは帝国主義国の人

民と彼等の政府を区別することであり第二に必要なこ

とは帝国主義者政府の政策の決定に当った者たちと一般

の公務員とを区別することである〔24〕と.我次は

日本人が中国で行った地質調査について分析する際に�
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第14図r入唐八家｣の1人円珍和尚が唐の各地を訪れた

ときに使った通行証はるか昔の日中関係が偲ばれる

(《人民中国》,1978年5月号から)

は日本の当時の政府と広範な日本の地質研究者とを区

別して検討したくてはたらたい.最近50年の問に我が

国の領土における地質調査に加わった日本の学者と地質

研究者は多くの価値ある科学論文を発表しそれぞれ

の地域の地質研究に役立つ資料を増やしある論文は今

にいたるも重要た参考価値を備えている.これらの火

炎の中には一般的な基礎調査に従事Lただけの人もあ

るし鉱床の探査に従った人もあるし進んで日本帝国

主義の侵略に犬馬の労をとった人もあるし強迫されて

参加した人もあるし科学のためだけに参加した人もあ

るし日本の降服後も我カミ国に留まって多くの有益な働

きをした人もある.彼等は全部が全部帝国主義者とは

限らず彼等の科学上の貢献を完全に抹殺することはで

きず彼等の活動が地域を異にし時代を異にすれば

それぞれ活動の特徴点が異たり一括して何がたんでも

侵略と説明することはできない.しかし日本人が中

国で進めた地質･鉱物資資の調査は客観的には我が国

に対して行った侵略と略奪の先導的た役割もしくは補充

の役割を果したもので日本帝国主義者が推L進めた侵

略政策の有機的た構成部分となったことはどうしても

無視し得たい事実である.

(2)張以誠･1985r抗日戦争時期陳甘寧辺区的地質鉱産工作｣,

<中国科技史料>第6巻第4期

(3)張以誠･1985r抗戦時解放区的地質鉱産工作｣,<中国地質

報〉第222224226228230234237号

μ)内野敏夫･桐谷文雄ほか,1950<東北鉱産話>,東北科学

研究所

(5)路為竜,1985r一段未公開的歴史一日本荘侵筆戦争期間曽

研究原子弾｣,1985年8月24日<北京晩報>

(6)正徳孕･1985r日本掠奪我国含油鉱物的経過｣,1985年9月

6日<北京晩報〉

､7)小林貞一,1959r台湾地質構造発展史｣,地質出版社,北京

(8)湯浅光朝･1984r解説科学文化史年表｣,科学普及出版社,

北京

(9)遠藤隆次,1952r満洲に於ける地質調査研究略史｣,東亜地

質鉱産誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲之部>(第2

巻)

⑩満洲帝国大陸科学院,1939｢地質調査所概要｣

㈹福田連ほか･1940r地質調査所三十一年史｣,満洲帝国地質

調査所

⑫坂本峻雄,1952r南浦洲鉄道株式会社調査局鉱床地質調査

室の調査史｣,東亜地質鉱産誌編集委員会編<東亜地質鉱産

話･満洲之部>(第2巻)

⑱木村六郎,1952r満族の満洲地質鉱産地調査史｣,東重地質

鉱産誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲之部>(第2巻)

⑭三田正一,1952r満洲鉱業開発株式会社鉱産資源調査所の

沿革｣,東亜地質鉱産誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲

之都〉(第2巻)

㈱尾崎博,1952r満洲鉱山株式会杜の歴史｣,東亜地質鉱産

誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲之都>(第2巻)

㈹染谷二郎,1952r東辺道開発株式会社調査開発史｣,東亜地

質鉱産誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲之部>(第2

巻)

㈹小倉勉,1952｢満洲帝国地質調査所の沿革｣,東亜地質鉱

産誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲之部>(第2巻)

⑱赤瀬川安彦,1952r満洲に於ける鉱業の沿革｣,東亜地質鉱

産誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲之>(第2巻)

⑲巻赤瀬川安彦,1952r満州采金株式会杜の調査研究略史｣,

第亜地質鉱産誌編集委員会編<東亜地質鉱産話･満洲之部>

(第2巻)

¢Φ早坂一郎･1952r台湾地質総説｣,東亜地質鉱産誌編集委員

会編<東亜地質鉱産話･支那之部(華北,中南,台湾)>(第

2巻)

剛市川雄一,1930r竹東園図幅｣説明書,台湾総督府殖産局

㈱VeiChowJuan(院維周),1946｢Minera1Resources
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2･SuPP1ement
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巻
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